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l はじめに  
	 Warm Dense Matter (WDM)と呼ばれる高密度
(0.01ρs~10ρs : ρsは固体密度 )で比較的低温
(0.1~10eV)の状態の物性を知ることは巨大惑星
内部の構成の理解, 並びに慣性核融合における
燃料標的の設計において重要な意味を持つ. し
かしWDM領域における導電率等の輸送特性 , 
及び状態方程式等の特性はよく分かっておら

ず定式化が困難である. それらを明らかにする
上でWDMの特性の実験的評価が必要となる
[1,2]. 本研究の目的は, サファイアキャピラリ
ーを用いた定積パルス加熱放電により金属の

WDMを生成し, その導電率の温度-密度依存性
を評価して, WDM領域の物性を明らかにする
ことである. 
 
l 実験方法 
  11.4µF(1.9µF×6)のコンデンサバンクを約
15kVに充電し, 自爆型ギャップスイッチを介
してパルス放電を発生させる. 短絡試験により
回路インダクタンスは275nHと見積もった. キ
ャピラリー(ϕ5x10mm)に封入された金属試料へ
パルス放電によって定積加熱を行い, WDMを
生成する. 放電時の電圧・電流波形の観測によ
りWDMの導電率を直接測定する. また，ストリ
ークカメラにマウントした分光器によりWDM
からの発光スペクトルの時間変化を観測する

[3]. WDMの密度はキャピラリーに封入する試
料の量により任意に決定できる. また，WDMの
温度は観測された発光スペクトルから線対法, 
並びに投入エネルギーよりSESAMEの状態方
程式テーブル[4]を用いてそれぞれ評価する.  
  金属試料には, 銅及び金について, 微細構造
を持つ発泡金属 (気孔率 89~90%, 気孔径
50~600µm), 又は箔 (厚さ0.08mm)を使用した . 
試料の表皮効果の影響は交流磁場印加による

磁束制限の観測により確認する.  

l 実験結果 
  金属試料の表皮効果を, 交流磁場を印加し, 
表皮効果によって制限される磁束を観測, 空心
及び金属棒の結果と比較した. その結果, 発泡
金属並びに箔について, 放電の周波数約120kHz
において十分表皮効果を無視できる事が確認

できた. またストリークカメラにてWDMから
の発光を観測した結果, キャピラリーによる閉
じ込め効果を確認した. 以上の結果より, 表皮
効果の影響を無視した均一定積加熱により均

一なWDMが生成されることが確認できた. 
  銅の密度0.1ρs, 温度4000Kにおいて104S/m程
度の導電率であることが明らかとなった[3]. ま
た金の密度0.1ρs, 温度3000Kにおいて104S/m程
度の導電率であることが明らかとなった. 
 
l まとめ 
  サファイアキャピラリーを用いた定積パル
ス加熱放電により金属のWDMを生成, その導
電率の温度-密度依存性を評価した. 銅の密度
0.1ρs, 温度4000Kにおいて104S/m程度の導電率
を , また金の密度0.1ρs, 温度3000Kにおいて
104S/m程度の導電率となることが明らかとなっ
た. 本発表では，WDM領域の導電率を評価した
結果について報告する. 
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